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大会概要

9：30～15：00 吟行ツアー「若松探訪、プラネタリウムの星空」
15：00～17：00 当日投句受付

8：30～10：00 当日投句受付
9：00 大会受付開始
9：30～12：00 自由見学会（周遊バス運行） ※バス乗車及び施設観覧は無料

12：00 イベントホール開場
13：00 開会（主催者あいさつ他）
13：10～14：10 講演会
 （演題）女性の時代
 （講師）西村　和子

14：25～14：30 選者紹介
14：30～15：15 「事前投句の部」表彰式、選評

15：30～16：10 「当日投句の部」表彰式、選評
 閉会

令和５年３月４日（土）～５日（日）
北九州国際会議場（福岡県北九州市小倉北区浅野 3-9-30）他

３月４日（土）

３月５日（日）

日　時

会　場

開催プログラム

休　憩

休　憩

文学館文学館松本清張記念館松本清張記念館平和のまちミュージアム平和のまちミュージアム

西村 和子先生
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※50音順・敬称略

今井　肖子
いま い　　しょうこ

昭和29年 神奈川県生まれ
昭和53年 津田塾大学学芸学部数学科卒業
　　　　　同年より私立中高教員となり現

在に至る
平成12年　母・千鶴子の手ほどきで俳句を

始める
平成13年　稲畑汀子に師事、「ホトトギス」、

社団法人日本伝統俳句協会に入
会

平成15年　第14回日本伝統俳句協会新人賞
受賞

平成17年　第16回日本伝統俳句協会賞受賞
平成20年　「ホトトギス」同人
句　　集 「花もまた」
そ の 他 公益社団法人日本伝統俳句協会

本部講師
 愛媛新聞女性俳壇選者

宇多　喜代子
う　だ　　　き　よ　こ

昭和10年 山口県生まれ
昭和28年 俳誌「獅林」に入会
昭和31年 武庫川大学短期大学部食物科

（生活科学科）卒業
 「獅林」同人を経て、
昭和45年 創刊「草苑」に入会、
 同誌同人　桂信子氏に師事
 現在は「草樹会員代表」
昭和57年 第29回現代俳句協会賞受賞
平成13年 第35回蛇笏賞受賞
平成14年 紫綬褒章受章
平成24年 第27回詩歌文学館賞受賞
令和元年 文化功労者顕彰
句　　集 「りらの木」「半島」「夏月集」「象」

「森へ」「宇多喜代子俳句集成」他
編　　集 「片山桃史集」
編　　著 「藤木清子全句集」「寺田京子全

句集」
文　　集 「つばくろの日々」「わたしの歳時

ノート」「篠原鳳作」「田んぼのま
わりで」「ひとたばの手紙から」
「古季語と遊ぶ」「わたしの名句
ノート」「女性俳句の光と影」「暦
と暮らす」他

そ の 他 現代俳句協会特別顧問
 公益社団法人日本文藝家協会会員

読売新聞俳壇選者

黒田　杏子
くろ  だ　　　 もも  こ

昭和13年 東京都生まれ
昭和31年 東京女子大学入学と同時に、俳

句研究会「白塔会」に入り山口青
邨の指導を受け、「夏草」に入会

昭和42年 青邨に再入門
昭和57年 第一句集「木の椅子」で、現代俳句

女流賞及び俳人協会新人賞受賞
昭和61年 夏草賞受賞
平成２年 師没後に「藍生」創刊、主宰、同人

誌「件」同人
平成７年 第三句集「一木一草」で俳人協会

賞受賞
平成23年 第五句集「日光月光」で第45回蛇

笏賞を受賞
平成30年 「兜太TOTA」（藤原書店刊）編

集主幹
令和２年 第20回現代俳句大賞受賞
句　　集 「木の椅子」「水の扉」「一木一草」

「花下草上」「黒田杏子句集成」
「日光月光」「銀河山河」第一句集
「木の椅子」増補新装版

著書など 「俳句列島日本すみずみ吟遊」「布
の歳時記」「俳句の玉手箱」「暮らし
の歳時記」「手紙歳時記」「語る兜太
（きき手）」「存在者　金子兜太」「証
言・昭和の俳句」増補新装版「黒
田杏子の俳句」（髙田正子著）

そ の 他 公益社団法人俳人協会名誉会員
 日経俳壇選者

寺井　谷子
てら  い　　　 たに  こ

昭和19年 福岡県小倉市（現北九州市）に生
まれ、10歳より俳句を始める

昭和41年 明治大学文学部演劇学専攻卒
業。「自鳴鐘」編集に携わる

平成４年 第39回現代俳句協会賞、北九州
市民文化賞を受賞

平成14年 「NHK俳壇」選者
平成19年 「自鳴鐘」主宰
平成28年 第７回桂信子賞を受賞
平成29年 第16回山本健吉賞を受賞
句　　集 「笑窪」「以爲」「街・物語」「未来」

「人寰」「母の家」「夏至の雨」
エッセイ・評論　「四季を見る」「紙の碑」
 「俳句の海へ　言葉の海へ」
そ の 他 現代俳句協会副会長
 公益社団法人日本文藝家協会会員

西村　和子
にしむら　　　かず　こ

昭和23年 神奈川県生まれ
昭和41年 慶応義塾大学文学部入学後、慶

大俳句に所属し、清崎敏郎に師事
昭和59年 第7回俳人協会新人賞受賞
平成８年 行方克巳と「知音」創刊
平成19年 句集「心音」により第46回俳人協

会賞受賞
句　　集 「夏帽子」「窓」「かりそめならず」自

註「西村和子集」「心音」「鎮魂」
「季題別　西村和子句集」「椅子
ひとつ」「自句自解ベスト100」「わが
桜」

著　　書 「虚子の京都」第19回俳人協会評
論賞受賞

 「添削で俳句入門」「季語で読む
源氏物語」「俳句のすすめ―若き
母たちへ―」「季語で読む枕草
子」「気がつけば俳句」「季語で読
む徒然草」「清崎敏郎の百句」「自
由切符」

そ の 他 公益社団法人俳人協会常務理事
 公益社団法人日本文藝家協会会員

小川　晴子
お　がわ　　  はる   こ

昭和21年 千葉市生まれ
 立教女学院高校を経て、聖心女

子学院英語専攻科卒業
昭和41年 英国聖心に留学
 祖母・中村汀女、母・小川濤美

子に師事
平成17年 第一句集「花信」
 「風花」副主宰
平成24年 第二句集「摂津」
 世田谷区俳句連盟会長
平成29年 「今日の花」主宰
令和元年 第三句集「今日の花」
句　　集 「花信」「摂津」「今日の花」
その他 公益社団法人俳人協会評議員
 公益社団法人日本文藝家協会会員
 「三越カルチャーサロン」講師
 「朝日カルチャー」講師

第11回大会から、選者としてご尽力いただきました黒田杏子先生が、令和５年３月13日、ご逝去されました。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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入  
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前
投
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月
上
げ
て
阿
蘇
の
夜
空
の
高
く
な
る

（
福
岡
県
　
大
牟
田
市
）

田
中
　
黎
子

宇
多
喜
代
子
　
先
生
　
特
選

黒
田
　
杏
子
　
先
生
　
入
選

寺
井
　
谷
子
　
先
生
　
入
選

全
国
俳
句
大
会
in
北
九
州
大
賞

◆
受
賞
者
の
声

　

第
一
回
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
募
集
句
で
特
選
を
頂
い
た
の
は
初
め
て
で
す
。
嬉
し
い
驚

き
で
す
。
昨
年
の
十
一
月
の
満
月
は
心
に
し
み
る
美
し
さ
で
し
た
。
し
か
し
、
九
月
の
満
月
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
高
く
小
さ
か
っ
た
。
そ
の
時
、
い
つ
か
見
た
阿
蘇
の
月
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
今
日
と
同
じ
十
一
月
の
満
月
で
し
た
。
隣
に
は
夫
も
居
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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夜
の
百
合
か
が
み
の
中
に
匂
ひ
け
り

（
埼
玉
県
　
越
谷
市
）

鈴
木
　
恭
子

小
川
　
晴
子
　
先
生
　
特
選

寺
井
　
谷
子
　
先
生
　
入
選

北
九
州
市
長
賞

◆
受
賞
者
の
声

　

こ
の
度
、
受
賞
の
お
知
ら
せ
を
頂
き
望
外
の
幸
せ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
二
十
年
程
前
、
宮
崎
の

結
社
「
椎
の
実
」
で
お
世
話
に
な
っ
て
以
来
、
私
に
と
っ
て
九
州
は
故
郷
の
よ
う
な
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
八
十
七
歳
に
な
り
ま
し
た
が
俳
句
は
私
の
元
気
の
源
で
す
。
命
あ
る
限

り
俳
句
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。
選
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
先
生
方
に
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



今
井
　
肖
子

戦
な
き
土
へ
大
根
蒔
き
に
け
り

（
長
崎
県　

島
原
市
）

八
木　

花
栗

囀
り
の
真
つ
た
だ
中
に
棟
あ
が
る

（
福
岡
県　

直
方
市
）

竹
内　

敬
子

春
の
星
母
の
軽
さ
が
手
に
残
る

（
茨
城
県　

古
河
市
）

松
本　

幸
子

（
東
京
都　

大
田
区
）

（
新
潟
県　

三
条
市
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
神
奈
川
県　

藤
沢
市
）

（
鹿
児
島
県　

鹿
児
島
市
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
埼
玉
県　

所
沢
市
）

（
東
京
都　

世
田
谷
区
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
福
井
県　

福
井
市
）

（
福
岡
県　

鞍
手
町
）

（
熊
本
県　

熊
本
市
）

青　

木　

栄　

子

宮　

島　

敏　

明

田　

﨑　

ひ
ろ
紅

谷　

口　

裕　

美

和　

田　

明　

子

金　

子　

満　

男

中　

村　

玲　

子

菊　

田　

和　

音

小　

林　

浩　

代

前　

川　

康　

子

井　

上　

一　

子

矢　

澤　

幸　

乃

八
月
や
靴
脱
ぎ
石
に
火
の
記
憶

少
女
ら
の
き
つ
く
ス
ト
ー
ブ
取
り
囲
む

月
蝕
の
始
ま
り
零
余
子
飯
の
噴
く

日
だ
ま
り
の
如
く
子
ら
立
つ
赤
い
羽
根

金
木
犀
平
和
な
風
の
来
て
匂
ふ

卆
寿
に
は
卆
寿
の
未
来
天
高
し

ラ
ガ
ー
等
に
は
や
太
陽
は
傾
き
ぬ

俎
板
に
ど
す
ん
と
鰤
の
青
光
り

か
た
き
音
に
は
か
に
混
じ
る
小
夜
時
雨

傘
寿
ま
だ
遊
び
の
途
中
女
正
月

白
虹
の
句
碑
に
た
ゝ
ず
む
春
日
傘

置
き
ざ
り
に
さ
れ
た
る
戦
車
冬
来
る

【
選
評
】

　

二
〇
二
二
年
は
、
各
世
代
が
様
々
な
思
い
を
以
て
戦
争
に
つ
い
て
考
え

た
一
年
だ
っ
た
気
が
す
る
。
掲
句
の
作
者
は
大
根
を
蒔
い
て
い
る
、
彼
の

地
で
は
肥
沃
な
大
地
に
種
を
蒔
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

な
が
ら
。
古
く
か
ら
人
々
に
好
ま
れ
な
が
ら
、
時
に
貧
し
さ
の
象
徴
の
よ

う
に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
大
根
。
戦
な
き
土
、
と
い
う
上
五
が
静
か
に

強
く
語
っ
て
い
る
。

【
選
評
】

　

春
光
、
春
の
景
色
が
人
々
の
歓
声
と
共
に
明
る
く
広
が
る
。
上
五
か
ら

中
七
で
読
み
手
も
囀
り
に
包
ま
れ
下
五
で
一
気
に
景
が
立
つ
、
と
い
う
仕

立
て
も
巧
み
。

【
選
評
】

　

亡
く
な
ら
れ
て
間
も
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
母
の
軽
さ
が
、
の
「
が
」
に

は
、
そ
れ
だ
け
が
、
と
い
う
切
な
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
切
な

さ
を
春
の
星
の
や
わ
ら
か
い
光
が
包
み
込
ん
で
く
れ
る
か
の
よ
う
だ
。

6



宇
多
　
喜
代
子

春
隣
欠
伸
ふ
く
ら
む
乳
母
車

（
大
阪
府　

大
阪
市
）

北
芝　

ゆ
う
子

月
上
げ
て
阿
蘇
の
夜
空
の
高
く
な
る

（
福
岡
県　

大
牟
田
市
）

田
中　

黎
子

セ
ロ
フ
ァ
ン
の
や
う
な
音
し
て
赤
と
ん
ぼ

（
神
奈
川
県　

川
崎
市
）

大
西　

主
計

（
島
根
県　

雲
南
市
）

（
秋
田
県　

秋
田
市
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
大
分
県　

大
分
市
）

（
福
岡
県　

福
岡
市
）

（
福
岡
県　

苅
田
町
）

（
滋
賀
県　

栗
東
市
）

（
福
岡
県　

直
方
市
）

（
東
京
都　

江
東
区
）

（
大
分
県　

大
分
市
）

（
広
島
県　

広
島
市
）

八　

幡　

里　

洋

安　

井　
　
　

武

岩　

坪　

英　

子

豊　

東　

美
智
子

風　

街　

ゆ
う
子

比
惠
島　

由
紀
子

小　

野　

雅　

子

西　

尾　

昭　

二

染　

井　

か
し
こ

阿　

部　

正　

調

谷　

口　

一　

好

山
塊
の
余
白
を
鳥
の
渡
り
け
り

一
本
の
樹
に
一
本
の
冬
の
影

あ
や
ふ
や
な
浮
力
を
泳
ぐ
冬
の
蝶

赤
蜻
蛉
独
り
ぼ
つ
ち
の
子
に
と
ま
る

母
いつ
も
何
か
煮
て
ゐ
る
二
月
か
な

風
と
来
て
ま
た
風
に
な
る
稲
雀

永
遠
と
刹
那
を
隔
て
白
障
子

月
を
待
つ
陶
椅
子
に
髪
湿
り
く
る

風
寄
り
て
水
の
た
の
し
き
未
草

初
夏
の
少
女
胸
か
ら
歩
き
出
す

猫
柳
いつ
も
ど
こ
か
に
水
の
音

【
選
評
】

　

暖
か
な
冬
日
を
受
け
乳
母
車
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
が
ね
む
そ
う
に
し
て
い

る
。
小
さ
い
口
を
精
一
杯
開
け
て
幾
度
も
欠
伸
を
し
て
い
る
。
「
ふ
く
ら

む
」
に
赤
ち
ゃ
ん
を
と
り
ま
く
の
ど
か
な
雰
囲
気
が
伝
わ
る
。
春
に
な
り
き

る
前
の
赤
ち
ゃ
ん
の
様
子
が
や
が
て
来
る
春
の
到
来
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

【
選
評
】

　

高
々
と
そ
び
え
る
阿
蘇
の
山
。
夜
空
の
高
さ
は
即
ち
山
の
高
さ
で
あ

る
。
そ
こ
に
折
か
ら
の
月
が
出
て
い
る
。
月
に
照
ら
さ
れ
た
山
陵
が
そ
の

輪
郭
を
く
っ
き
り
と
際
立
た
せ
て
い
る
。
山
の
上
に
月
が
出
て
い
る
と
い

う
何
ほ
ど
で
も
な
い
景
が
、
一
枚
の
絵
画
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。

【
選
評
】

　

さ
て
「
セ
ロ
フ
ァ
ン
の
や
う
な
音
」
と
は
ど
の
よ
う
な
音
で
あ
ろ
う
。
手
で

押
し
つ
ぶ
し
た
時
の
ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ
と
い
う
音
が
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
音
を
赤
と
ん
ぼ
に
重
ね
る
。
赤
と
ん
ぼ
と
セ
ロ
フ
ァ
ン
に
共
通
す
る
の
は
、

セ
ロ
フ
ァ
ン
の
透
明
と
赤
と
ん
ぼ
の
翅
の
透
明
。
そ
れ
を
音
に
託
し
た
句
。

（
十
一
句
）
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小
川
　
晴
子

夜
の
百
合
か
が
み
の
中
に
匂
ひ
け
り

（
埼
玉
県　

越
谷
市
）

鈴
木　

恭
子

（
愛
知
県　

豊
明
市
）

（
東
京
都　

新
島
村
）

（
兵
庫
県　

神
戸
市
）

（
東
京
都　

渋
谷
区
）

（
愛
知
県　

岡
崎
市
）

（
東
京
都　

世
田
谷
区
）

（
福
岡
県　

芦
屋
町
）

（
神
奈
川
県　

川
崎
市
）

（
福
岡
県　

福
岡
市
）

（
東
京
都　

世
田
谷
区
）

（
東
京
都　

新
宿
区
）

（
神
奈
川
県　

横
浜
市
）

尾　

崎　

恵
美
子

曽　

根　

新
五
郎

玉　

手　

の
り
子

高　

瀬　

和　

子

松　

崎　

成　

子

松　

村　

直　

央

桐　

山　
　
　

甫

鈴　

木　

典　

子

末　

園　
　
　

薫

花　

土　

公　

子

岩　

田　

玲　

子

千　

田　

道　

晋

暗
む
ほ
ど
鶴
発
ち
天
地
と
よ
も
せ
り

全
開
の
孔
雀
の
羽
根
の
花
の
風

初
時
雨
濡
れ
て
定
ま
り
行
く
心

人
の
世
に
終
止
符
は
な
し
鰯
雲

牡
丹
の
芽
風
の
吐
息
の
整
へ
り

あ
の
頃
の
ま
ま
の
学
び
舎
冬
銀
河

筑
紫
野
の
大
地
押
し
上
げ
蕗
の
薹

ミ
ニ
カ
ー
の一
個
で
懐
き
一
茶
の
忌

流
星
や
豊
後
の
空
を
使
ひ
切
り

浅
間
嶺
を
入
道
雲
の
鷲
掴
み

水
琴
窟
秒
違
は
ず
に
冬
刻
む

都
井
岬
の
緋
扇
の
花
放
れ
駒

発
つ
駅
の
ご
当
地
ソ
ン
グ
春
の
旅

（
東
京
都　

世
田
谷
区
）

石
本　

悦
夫

糠
床
を
混
ぜ
る
手
の
冷
え
久
女
の
忌

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

永
野　

ひ
と
み

【
選
評
】

　

静
ま
り
返
っ
た
夜
に
、ふ
と
鏡
を
見
る
と
、自
分
と
見
事
な
百
合
が
映
し

出
さ
れ
て
い
る
。慌
た
だ
し
く
過
し
た
昼
間
に
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
強

い
百
合
の
香
を
改
め
て
愛
で
る
刻
を
得
た
の
で
あ
る
。御
洒
落
な
絵
画
の

よ
う
な
秀
句
で
あ
る
。

【
選
評
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
の
為
に
封
印
し
て
い
た
「
春
の
旅
」

が
実
現
し
た
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
上
に
駅
長
の
粋
な
は
か
ら
い

で
、
「
ご
当
地
ソ
ン
グ
」
が
流
れ
て
見
送
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

　

長
閑
な
春
の
一
日
を
過
し
た
心
浮
く
思
い
に
溢
れ
て
い
る
。

【
選
評
】

　

一
月
二
十
一
日
は
杉
田
久
女
の
忌
日
で
あ
る
。

　

糠
床
の
手
入
れ
は
３
６
５
日
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
だ
。愛
情

を
込
め
て
、糠
床
を
混
ぜ
る
手
が
、寒
さ
の
底
の
冷
え
を
覚
え
た
日
で
あ
っ

た
。遠
き
日
の
久
女
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
る
日
で
も
あ
っ
た
。
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黒
田
　
杏
子

強
さ
う
な
土
偶
の
女
豊
の
秋

（
長
崎
県　

佐
世
保
市
）

牛
飼　

瑞
栄

晩
年
と
言
ふ
楽
し
さ
の
日
記
果
つ

（
福
岡
県　

岡
垣
町
）

神
谷　

か
よ

戦
争
を
知
ら
ず
に
生
き
て
敬
老
日

（
神
奈
川
県　

伊
勢
原
市
）

髙
梨　

裕

（
宮
崎
県　

延
岡
市
）

（
愛
知
県　

尾
張
旭
市
）

（
石
川
県　

金
沢
市
）

（
福
岡
県　

宗
像
市
）

（
東
京
都　

新
島
村
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
福
岡
県　

大
牟
田
市
）

（
徳
島
県　

徳
島
市
）

（
栃
木
県　

宇
都
宮
市
）

（
島
根
県　

浜
田
市
）

（
兵
庫
県　

伊
丹
市
）

（
大
分
県　

佐
伯
市
）

新　

名　

い
ち
子

川　

崎　

美
智
子

竹　

俣　
　
　

修

三　

舩　

煕　

子

曽　

根　

新
五
郎

東　
　
　
　
　

泰

田　

中　

黎　

子

新　

居　

三　

和

光　
　
　

光　

星

大　

島　

一
二
三

大　

西　

美
知
子

吉　

武　

厚　

男

無
花
果
や
無
音
と
い
ふ
は
平
和
な
り

母
さ
ん
で
終
へ
る
人
生
大
根
干
す

鳩
が
舞
ひ
鐘
が
鳴
る
な
り
原
爆
忌

ひ
と
り
よ
り
ふ
た
り
が
寒
い
夜
も
あ
り

黙
読
は
死
者
の
閑
け
さ
夜
の
秋

泣
い
て
生
れ
笑
い
て
死
な
む
曼
殊
沙
華

月
上
げ
て
阿
蘇
の
夜
空
の
高
く
な
る

年
惜
し
む
句
集「
ひ
と
り
」の
そ
の
ひ
と
り

つ
く
ば
ひ
に
水
を
足
し
お
く
十
三
夜

ダ
ブ
ル
ス
を
組
む
百
五
十
歳
雲
小
春

父
と
酌
む
母
の
忌
日
や
温
め
酒

兜
太
を
偲
び
太
き
字
で
書
く
寒
見
舞

【
選
評
】

　

近
年
各
地
で
土
偶
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
新
聞
や
雑
誌
な
ど
で

も
土
偶
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
。
土
偶
と
現
代
を
生
き
る
私
達
の
距
離
が

近
く
な
っ
た
。
顔
の
表
情
、
体
型
な
ど
に
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
ー
、
生
命
感
を
感

じ
と
ら
れ
た
卆
直
な
作
者
。
豊
の
秋
で
い
よ
い
よ
こ
の
句
魅
力
を
増
し
た
。

【
選
評
】

　

百
歳
以
上
の
男
女
が
こ
の
国
に
七
万
人
余
り…
。
高
齢
を
た
の
し
く
、
い

き
い
き
と
過
し
て
お
ら
れ
る
方
々
が
年
毎
に
増
え
て
い
る
。
晩
年
と
い
う
楽

し
さ
。
お
元
気
で
毎
日
が
愉
快
。
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。
日
記
果
つ
と
止
め
た

と
こ
ろ
に
充
足
感
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
作
者
の
表
情
が
見
え
て
く
る
よ
う
だ
。

【
選
評
】

　

戦
後
に
お
生
れ
の
作
者
。
し
か
し
そ
の
年
代
の
方
々
も
敬
老
日
を
祝
わ

れ
る
お
立
場
に
。
同
じ
年
代
、
同
じ
感
想
を
お
持
ち
の
方
が
ど
っ
と
増
え

た
。
こ
の
平
和
な
日
本
が
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
と
希
う
。
昭
和
十
三
年

生
れ
の
私
は
疎
開
児
童
の
体
験
が
あ
る
。
と
も
か
く
戦
争
は
い
け
な
い
。

※

故
・
黒
田
先
生
に
生
前
い
た
だ
い
た
事
前
投
句
の
選
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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寺
井
　
谷
子

立
っ
て
ま
た
コ
ロ
ナ
の
春
を
あ
ゆ
む
子
よ

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

羽
犬
塚　

結

（
埼
玉
県　

所
沢
市
）

（
大
分
県　

中
津
市
）

（
福
岡
県　

大
牟
田
市
）

（
岐
阜
県　

可
児
市
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
山
口
県　

下
関
市
）

（
埼
玉
県　

越
谷
市
）

（
山
口
県　

下
関
市
）

（
福
岡
県　

鞍
手
町
）

（
福
岡
県　

大
川
市
）

（
神
奈
川
県　

川
崎
市
）

（
島
根
県　

松
江
市
）

中　

村　

玲　

子

今　

田　

幸　

正

田　

中　

黎　

子

福　

井　

英　

敏

権　

代　

政　

樹

中　

村　

元　

代

鈴　

木　

恭　

子

金　

澤　

萬　

里

井　

上　

一　

子

中　

村　

和　

男

鈴　

木　

典　

子

寺　

津　

豪　

佐

ラ
ガ
ー
等
に
は
や
太
陽
は
傾
き
ぬ

いつ
ま
で
も
いつ
ま
で
も
八
月
の
染
み

月
上
げ
て
阿
蘇
の
夜
空
の
高
く
な
る

豆
筵
丸
め
て
曳
い
て
陽
が
斜
め

然
候
献
上
河
豚
の
菊
づ
く
り

秋
蝶
に
そ
の
魂
の
や
う
な
影

夜
の
百
合
か
が
み
の
中
に
匂
ひ
け
り

蛍
の
星
に
な
り
し
か
倶
会
一
処

白
虹
の
句
碑
に
た
ゝ
ず
む
春
日
傘

大
阿
蘇
の
牛
が
相
寄
る
夏
の
雲

ミ
ニ
カ
ー
の一
個
で
懐
き
一
茶
の
忌

玄
海
に
足
腰
強
き
虹
立
て
り

【
選
評
】

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
新
し
い
生
命
の
誕
生
に
恵
ま
れ
る
。
喜
び
を
上
廻
る

不
安
と
緊
張
の
中
で
の
出
産
。
小
さ
な
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
に
守
ら
れ
な

が
ら
嬰
の
成
長
は
早
い
。
這
え
ば
立
て
、
立
て
ば
歩
め…

の
中
で
、
元
気

に
育
つ
。
閉
塞
感
に
潰
さ
れ
そ
う
な
大
人
の
世
界
へ
の
光
で
あ
る
。

あ
り
が
と
う
最
後
の
言
葉
て
ふ
寒
さ

（
福
岡
県　

大
牟
田
市
）

石
橋　

武
子

【
選
評
】

　

今
生
の
別
れ
で
あ
ろ
う
。
私
も
一
昨
年
の
暮
に
家
で
養
生
中
の
夫
を
見

送
っ
た
。
苦
し
そ
う
で
も
な
い
が
、
何
か
し
ら
常
と
違
う
。
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
う
の
で
「
ま
だ
早
い
で
し
ょ
」
と
言
う
と
、
目
を
合
わ
せ
て
や

わ
ら
か
い
微
笑
を
浮
べ
て
静
か
に
逝
っ
た
。
旧
仮
名
使
用
な
の
で
、
「
あ

り
が
と
う
」
と
。 （

二
句
）
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西
村
　
和
子

（
長
崎
県　

大
村
市
）

（
福
岡
県　

福
岡
市
）

（
香
川
県　

高
松
市
）

（
大
分
県　

大
分
市
）

（
長
崎
県　

佐
世
保
市
）

（
東
京
都　

江
東
区
）

（
神
奈
川
県　

茅
ヶ
崎
市
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
神
奈
川
県　

横
浜
市
）

（
福
岡
県　

筑
紫
野
市
）

（
宮
崎
県　

延
岡
市
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

森　
　
　

径　

子

飯　

田　

絹　

子

肥　

塚　

英　

子

横　

山　

八
千
代

牛　

飼　

瑞　

栄

市　

川　

千
恵
美

塚　

本　

治　

彦

國　

貞　

雅　

嗣

黒　

山　

敏　

惠

宮　

田　

良　

子

森　

山　

栄　

子

松　

本　

ゆ
き
こ

朝
顔
や
下
駄
が
嬉
し
き
女
の
子

海
峡
を
抜
け
て
タ
ン
カ
ー
春
動
く

よ
く
忘
れ
よ
く
思
ひ
出
す
小
春
か
な

芒
野
を
抜
け
来
て
浮
力
つ
き
に
け
り

微
笑
仏
め
き
し
老
女
の
暦
売

水
鳥
の
音
し
て
闇
の
深
ま
り
ぬ

浮
か
び
出
し
海
女
の
見
て
ゐ
る
蜃
気
楼

船
底
に
一
夜
を
明
か
す
帰
省
か
な

立
ち
止
る
今
笹
鳴
の
し
た
や
う
な

高
原
の
風
ど
こ
ま
で
も
見
え
て
秋

蔦
か
づ
ら
車
窓
を
打
ち
て
自
由
席

蚯
蚓
鳴
く
推
せ
ど
敲
け
ど
開
か
ぬ
門

折
り
紙
の
は
じ
め
は
平
ら
十
三
夜

（
徳
島
県　

徳
島
市
）

松
尾　

初
夏

朝
刊
を
待
つ
夕
刊
を
待
つ
母
の
冬

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

唐
鎌　

美
鶴

秋
の
蟬
風
よ
り
細
く
鳴
き
に
け
り

（
熊
本
県　

玉
名
市
）

高
木　

ミ
ツ
ヨ

【
選
評
】

　

誰
も
が
見
て
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
改
め
て
言
わ
れ
る
と
は
っ
と
す
る

句
。
平
面
の
紙
を
折
る
こ
と
で
立
体
の
形
あ
る
も
の
に
な
る
不
思
議
と
感

動
。
十
三
夜
に
折
っ
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
る
が
、
こ
の
月
が
満
月
に
向
か
っ

て
い
る
途
中
の
、
ま
だ
不
完
全
で
あ
る
点
に
、
響
き
合
う
も
の
を
感
じ
た
。

【
選
評
】

　

年
齢
の
せ
い
か
朝
ま
だ
暗
い
う
ち
に
目
が
覚
め
て
し
ま
う
お
母
さ
ん
。
朝

刊
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。
日
が
短
い
冬
の
午
後
は
、
為
す
こ
と
も
な
く
炬
燵

に
入
っ
て
、
夕
刊
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
日
常
な
の
だ
ろ
う
。
現
在
の
社
会

状
勢
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
新
聞
が
唯
一
の
外
界
か
ら
の
刺
激
な
の
だ
ろ
う
。

【
選
評
】

　

夏
の
間
は
あ
ん
な
に
威
勢
よ
く
鳴
き
立
て
て
い
た
蟬
も
、
秋
に
な
る
と

声
が
小
さ
く
な
る
。
台
風
が
近
づ
い
て
来
る
時
な
ど
は
風
音
の
方
が
荒
々

し
い
。
秋
の
蟬
の
衰
え
を
、
風
音
と
比
較
し
て
描
写
し
て
い
る
点
に
、
季

節
の
移
り
ゆ
き
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
細
く
」
の
一
語
が
効
果
的
。
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M E M O
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入  
賞  

作  

品 （
当
日
投
句
）
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海
峡
の
波
に
波
間
に
風
光
る

ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
見
つ
け
し
星
よ
春
の
夢

（
鹿
児
島
県
　
鹿
児
島
市
）
内
　
ひ
と
み

（
東
京
都
　
世
田
谷
区
）

菊
田
　
和
音

今
井
　
肖
子
　
先
生
　
特
選

寺
井
　
谷
子
　
先
生
　
入
選

小
川
　
晴
子
　
先
生
　
入
選

寺
井
　
谷
子
　
先
生
　
入
選

全
国
俳
句
大
会
in
北
九
州
大
賞

北
九
州
市
長
賞
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今
井
　
肖
子

（
福
岡
県
　
北
九
州
市
）

（
大
阪
府
　
池
田
市
）

（
福
岡
県
　
行
橋
市
）

（
福
岡
県
　
北
九
州
市
）

（
東
京
都
　
世
田
谷
区
）

（
愛
知
県
　
半
田
市
）

（
福
岡
県
　
み
や
こ
町
）

（
東
京
都
　
狛
江
市
）

重
　
住
　
志
津
子

鈴
　
木
　
み
の
り

宮
　
永
　
由
紀
子

小
　
林
　
浩
　
代

菊
　
田
　
和
　
音

加
　
藤
　
清
　
美

大
　
堀
　
す
が
女

横
　
山
　
万
　
里

祖
に
一
人
ご
ん
ぞ
う
居
り
ぬ
涅
槃
西
風

一
列
の
風
力
発
電
桜
東
風

修
験
者
の
白
き
地
下
足
袋
草
萌
ゆ
る

ボ
イ
ジ
ャ
ー
と
旅
を
し
て
ゐ
る
春
の
夢

も
の
の
芽
や
水
あ
る
星
に
生
き
抜
か
ん

無
機
質
な
工
場
地
帯
霾
れ
り

強
東
風
や
ご
ん
ぞ
う
小
屋
に
濤
荒
し

洞
海
湾
光
り
皿
倉
山
霞
み

ご
ん
ぞ
う
を
束
ね
る
女
玉
椿

（
愛
知
県
　
半
田
市
）

稲
葉
　
京
閑

【
選
評
】

　
か
つ
て
石
炭
荷
役
の
〝
ご
ん
ぞ
う
〞
で
賑
わ
っ
た
北
九
州
市
若
松
の
吟

行
句
。
束
ね
る
と
い
う
思
い
切
っ
た
言
い
方
と
、
椿
を
愛
で
る
玉
椿
と
い

う
季
題
が
巧
み
で
あ
る
。

海
峡
の
波
に
波
間
に
風
光
る

（
鹿
児
島
県
　
鹿
児
島
市
）

内
　
ひ
と
み

【
選
評
】

　
波
の
文
字
を
重
ね
た
中
七
は
言
え
そ
う
で
な
か
な
か
言
え
な
い
。
風
光

る
、
の
明
る
さ
に
よ
っ
て
春
の
海
の
情
景
が
生
き
生
き
と
感
じ
ら
れ
る
。

（
八
句
）

（
二
句
）
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小
川
　
晴
子

（
愛
媛
県　

松
山
市
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
大
分
県　

大
分
市
）

（
山
口
県　

下
関
市
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
福
岡
県　

岡
垣
町
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
東
京
都　

世
田
谷
区
）

松　

井　

洋　

子

芳　

賀　

登
喜
子

小　

山　

さ
ち
子

内　

田　

た　

え

髙　

濱　

蛙　

聲

岸　

原　

邦　

代

倉　

迫　

順　

子

菊　

田　

和　

音

夕
東
風
や
メ
ー
テ
ル
の
待
つ
駅
に
降
り

自
転
車
と
渡
船
三
分
鳥
帰
る

清
張
館
謎
の
空
白
燕
来
る

若
松
は
時
の
停
車
場
春
の
雲

椿
ひ
と
つ
落
ち
て
い
く
つ
の
も
の
が
た
り

か
げ
ろ
ふ
や
葦
平
・
哲
を
生
み
し
郷

動
く
も
の
陽
炎
ば
か
り
村
は
過
疎

ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
見
つ
け
し
星
よ
春
の
夢

草
萌
の
河
童
屠
り
し
野
に
集
ひ

（
愛
媛
県　

松
山
市
）

松
井　

洋
子

【
選
評
】

　

若
松
に
暮
ら
し
た
作
家
・
火
野
葦
平
の
河
童
退
治
の
話
を
句
材
に
し
た

句
。
暖
か
く
て
風
も
な
く
、
草
が
萌
え…

。
吟
行
日
和
の
中
、
た
く
さ
ん

の
参
加
者
と
ご
一
緒
し
、
そ
の
情
景
に
共
感
し
た
。

連
山
も
海
も
朦
朧
春
の
鳶

（
滋
賀
県　

栗
東
市
）

小
野　

雅
子

【
選
評
】

　

広
い
景
色
を
前
に
し
て
お
手
本
に
な
る
よ
う
な
句
。
季
語
は
大
事
で
、

春
の
鳶
と
陳
腐
に
な
ら
ず
に
詠
ん
だ
と
こ
ろ
が
巧
み
で
あ
る
。
ゆ
っ
た
り

の
ん
び
り
し
た
感
じ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

（
八
句
）

（
二
句
）
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寺
井
　
谷
子

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
兵
庫
県　

西
宮
市
）

（
鹿
児
島
県　

鹿
児
島
市
）

（
福
岡
県　

福
岡
市
）

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

（
東
京
都　

世
田
谷
区
）

（
福
岡
県　

苅
田
町
）

（
東
京
都　

狛
江
市
）

川　

澤　

紀　

子

柄　

川　

武　

子

内　
　
　

ひ
と
み

髙　

山　

國　

光

山　

野　

明　

子

菊　

田　

和　

音

比
惠
島　

由
紀
子

横　

山　

万　

里

繫
留
の
海
保
四
杯
や
春
の
月

久
𤄃
の
三
つ
四
つ
あ
り
し
旅
う
ら
ら

海
峡
の
波
に
波
間
に
風
光
る

春
昼
や
溶
接
青
き
火
を
放
つ

モ
ノ
レ
ー
ル
に
零
士
の
銀
河
風
光
る

ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
見
つ
け
し
星
よ
春
の
夢

梅
苑
に
不
戦
の
絵
馬
を
確
と
結
ふ

洞
海
湾
光
り
皿
倉
山
霞
み

若
松
南
海
岸
通
り
風
光
る

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

原
田　

俊
子

【
選
評
】

　

吟
行
句
で
は
、
訪
れ
た
地
名
、
場
所
＋
「
季
語
」
だ
け
で
一
句
で
き

る
、
と
い
う
こ
と
の
実
証
作
と
言
え
る
。
た
だ
読
み
手
の
心
を
動
か
す
作

者
の
純
粋
な
感
動
と
、
季
語
の
質
が
一
義
的
に
は
必
要
と
い
う
こ
と
も
教

え
て
く
れ
る
。
「
風
光
る
」
の
躍
動
感
あ
る
季
語
の
選
択
は
見
事
。

師
に
逢
う
て
別
る
る
明
日
鳥
雲
に

（
福
岡
県　

福
岡
市
）

塚
本　
　

泰

【
選
評
】

　

遠
方
か
ら
の
参
加
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
隔
て
ら
れ
た
中
、
漸
く

の
師
と
の
対
面
。
そ
の
喜
び
が
深
い
だ
け
に
、
明
日
の
大
会
後
に
待
つ
来

年
を
約
し
て
の
別
れ
が
切
な
い
。
仰
げ
ば
「
鳥
雲
に
入
る
」
頃
の
曇
り
空

が
拡
が
る
。
師
と
の
時
へ
の
純
な
切
望
は
、
「
恋
」
に
も
似
る
の
か
。

（
八
句
）

（
二
句
）
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「若松探訪、プラネタリウムの星空」

　かつて石炭積出港として荷役をする“ごんぞう”達で賑わった北九州市若松区の南海岸通りと高塔
山を巡りました。午後からは、北九州市科学館「スペースラボ」のプラネタリウムで無人惑星探索機・ボイ
ジャーによる宇宙の旅を観覧しました。

３月４日（土）　9：30～15：00
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　大会開会前に周遊バスを運行し、「文学館」「松本清張記念館」「平和のまちミュージアム」を巡る無
料見学会を行いました。

見学会
３月５日（日）　9：30～12：00

19



 開会にあたり、武内市長からご来場の皆様に歓迎の挨拶がありまし
た。コロナ禍になってから誌上で入賞作品を発表するのみでしたが、
４年ぶりに開催した会場では、多くの方が句友との再会を喜んでいま
した。大会では、「事前投句の部」「当日投句の部」それぞれの表彰式
と選者選評が行われました。

　大会選者の一人である西村和子先生に「女性の時代」と題したご講演をいただきました。
講演では、久女ら13人の女性俳人の名句を紹介し、詠んでいるのは家事や子育てなどのさり
げない日常で、特別なことではないが一心に生きたからこそいい作品ができると解説。女性た
ちの俳句を読み返し一生懸命生きましょうと呼びかけました。

■講　師
■演　題

西村 和子 先生
「女性の時代」

北九州市長
武内　和久

市長挨拶

３月５日（日）　13：00～16：10

20



「事前投句の部」大賞受賞

田中　黎子 さん
「当日投句の部」大賞受賞

内　ひとみ さん
「当日投句の部」市長賞受賞

菊田　和音 さん

表彰式

大会選者

今井 肖子 先生 小川 晴子 先生 寺井 谷子 先生 西村 和子 先生
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〒802-0041 北九州市小倉北区妙見町17-2
TEL 093（921）2292　FAX 093（921）2259
http://www.myouken.or.jp
e-mail：info@myoken.or.jp

（一社）

〒808-0017 北九州市若松区東小石町3－1
TEL093－771－0205

FAX093－771－0225

バス広告

協賛企業・団体

22



093（541）0007

093（541）1748
093（541）0286

小
交

総合
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印刷のことならヨシミ工産にお任せ下さい！
企画、制作から印刷までを手がける経験豊富な実績でお客様に満足をご提供いたします！

■ 東 京 営 業 所　〒113-0033　東京都文京区本郷３丁目26番１号 本郷宮田ビル３階 ☎（03）5802-5601　FAX（03）5802-5603
■ 福 岡 営 業 所　〒812-0011　福岡市博多区博多駅前１丁目23番28号 ☎（092）481-9559　FAX（092）481-9966

〒804-0094　福岡県北九州市戸畑区天神１丁目13番５号
☎（093）882-1661　FAX（093）881-8467

http://www.e-yoshimi.jp

便数充実! 早朝・深夜便で便利!!

北九州エアターミナル株式会社
〒800-0306 北九州市小倉南区空港北町６番
TEL 093-475-4195
FAX 093-475-1304
https://www.kitakyu-air.jp

2022年9月時点

旅客便
貨物便
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https://www.gururich-kitaq.com
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全国俳句大会in北九州実行委員会事務局〈（公財）北九州観光コンベンション協会内〉 
〒８０２-０００１ 北九州市小倉北区浅野三丁目８-１　Tel ０９３-５11-6800　ＦＡＸ ０９３-521-8845

全国俳句大会
in 北九州

～久女を育み、多佳子を生んだ俳句の地～～久女を育み、多佳子を生んだ俳句の地～

第 22 回第 22 回
市制60周年記念

市制60周年記念
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